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節分の翌日は立春です。暦の上では春になりますが、まだまだ寒さは厳しい時季です。インフ

ルエンザやノロウイルスによる胃腸炎など、この時季に流行しやすい病気の予防には手洗い・う

がいを忘れずに、たっぷり睡眠をとって栄養バランスのとれた食事をとることが大切です。 

 

２月の基準献立について 

＊ 節分の行事食を取り入れました。 

≪ 揚げだいず、煮魚≫ 

＊ 寒さに負けない食事として、からだを温める汁物・シチュー・煮物を取り入れました。 

≪きつねうどん、呉汁、豚汁、かきたま汁、みそおでん、生揚げとだいこんの煮物、カ

レービーンズシチュー、野菜のスープ煮、肉団子と白菜のスープミネストローネなど≫    

  ＊ 旬の食品を取り入れました。 

   ≪さば、はくさい、だいこん、こまつな、みずな、ほうれんそう、ブロッコリー 

かぶ、いよかん≫ 

＊ 我が家の自慢料理の入賞作品を取り入れました。《かつおそぼろ》 

 

 

～お知らせ～ 
 

  〇 ２６日（月） りんごゼリー → セレクト給食（ヨーグルト又はりんごゼリー）に献立変更します。 

＊ヨーグルトかりんごゼリーを栄養などを考え自分で選びます。何を選んだか、ご家庭でも話題に

してみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
裏面あり 

節分は、季節の変わり目に行う節分祭の行事で中国から伝わりま

した。節分に行う豆まきは平安時代は 12 月の大みそかに行われてい

たといい、2月の節分に行うようになったのは室町時代に入ってから

だそうです。また、ひいらぎの小枝の先にいわしの頭を刺して戸口に

飾ったり、いわしを焼いて食べる習慣がある地域もあります。「福は

内、鬼は外」のかけ声とともに、家族の幸せを祈るこの行事。ぜひ伝

えていきたいですね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 日本を含む東アジアでは、食文化の影響もあり食塩をとる量が多い傾向があります。日本でも 1975（昭和 50）

年以前は、成人で 1日あたり 15g ほども食塩をとっていました。その後、減塩推進が進められ、2013（平成 25）

年に始めて 1日あたり 10g を切ることができましたが、以後は 10g 台で横ばい状態になっています。日本高血

圧学会では、高血圧の予防のために、血圧が正常な人にも1日6g未満を勧めています。また世界保健機関（WHO）

では、すべての成人の減塩目標を 1日 5g にしました。 


